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新
中
学
校
を
今
よ
り
悪
い
教
育
環
境
に
し
な
い
で
！

令
和
５
年
度
よ
り
内
海
、
豊
浜
、
師
崎
、
日
間
賀
の
４
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
内
海
中
学
校

が
南
知
多
中
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
令
和
10
年
度
に
は
現
豊
浜
中
の
場
所
に
新
し
い

校
舎
で
、
南
知
多
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

６
月
28
日
に
定
例
の
教
育
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
条
件
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
今
後
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

内
田
議
員
が
傍
聴
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
と
問
題
点
を
報
告
し
ま
す
。
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新
中
学
校
３
年
生

35
人
以
上
３
ク
ラ
ス
の
予
定

３
年
生

20
～
33
人
の
４
学
級
が

35
人
以
上
３
学
級
に

３
年
全
員
で
１
１
０
人

35
人
学
級
に
す
る
と
４
ク
ラ
ス
に
な
り

27
人
、
27
人
、
28
人

28
人
学
級

ゆ
と
り
を
も
っ
た
学
校
生
活
に
な
り
ま
す
。

あ
る
教
員
は
、
「
37
人
と
27
人
の
ク
ラ
ス

で
は
全
く
違
っ
て
く
る
。
27
人
だ
と
一
人
ひ

と
り
に
か
け
ら
れ
る
指
導
、
声
か
け
や
相
談

な
ど
が
丁
寧
に
で
き
る
。
ま
た
、
事
務
量
も

減
り
教
員
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
教
材
研

究
等
の
時
間
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
た
め
に

出
さ
れ
た
指
針
で
机
の
間
隔
を
空
け
る
と
、

教
室
の
人
数
は
30
人
以
下
に
な
り
ま
す
。

課
題
は
、
教
員
の
加
配
で
す
。
学
校
統
合

時
に
は
特
別
加
配
措
置
制
度
が
あ
り
、
４
ク

ラ
ス
に
対
応
で
き
る
教
員
配
置
を
、
県
教
育

委
員
会
に
要
求
す
れ
ば
で
き
る
の
で
す
。
町

と
し
て
強
く
要
望
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
統
廃
合
の
た
め
に
教
育
委
員
会
に

配
置
し
た
指
導
主
事
の
１
人
を
教
員
補
充
に

当
て
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
令
和
５

年
の
中
学
校
３
年
生
が
、
今
の
学
び
の
教
育

条
件
よ
り
悪
く
な
る
新
中
学
校
で
学
ぶ
こ
と

は
、
保
護
者
も
納
得
で
き
な
い
も
の
で
す
。

（
教
育
委
員
会
資
料
よ
り
）

令
和
４
年
度

現
２
年
生

33
人
（
内
海
中
）

25
人
（
豊
浜
中
）

32
人
（
師
崎
中
）
20
人
（
日
中
）

令
和
５
年
度

新
南
知
多
中
３
年
生

今
の
ま
ま
の
定
数
40
人
学
級
の
予
定
だ
と

３
ク
ラ
ス

37
人

37
人

36
人

現
在
の
令
和
４
年
度
は
、
４
つ
の
学
校
で
、

す
べ
て
35
人
以
下
学
級
で
丁
寧
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
中
学
校
に

な
る
と
、
３
ク
ラ
ス
に
な
り
、
す
べ
て
35
人

以
上
の
学
級
に
な
る
こ
と
が
で
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

先
生
が
１
人
ひ
と
り
の
つ
ま
ず
き
や
悩
み

に
寄
り
添
う
丁
寧
な
授
業
が
保
障
さ
れ
に
く

く
、
今
ま
で
の
教
育
条
件
よ
り
悪
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
文
科
省
も
35
人
学
級

を
め
ざ
し
、
進
め
て
い
ま
す
。

４
つ
の
学
校
を
統
合
す
る
な

ら
、
町
と
し
て
の
予
算
も
付

け
て
、
新
中
学
校
で
は
こ
れ

ま
で
よ
り
教
育
条
件
を
良
く

す
る
べ
き
で
す
。

先
生
増
や
し
４
ク
ラ
ス
に
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南
知
多
町
に
お
い
て
は
、
入
札
や
随
意
契
約

に
つ
い
て
は
、
「
契
約
規
則
」
を
す
で
に
定
め

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
契
約
を
す
る
時
の

統
一
的
な
実
施
要
綱
や
条
例
は
な
く
、
各
課
で

要
綱
を
作
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

美
浜
町
は
、
要
項
を
策
定
済
み

美
浜
町
で
は
、
平
成

31
年
４
月
１
日
に

「
美
浜
町
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
契
約
手

続
き
に
関
す
る
実
施
要
領
」
「
美
浜
町
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
委
員
会
設
置
要
綱
」
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
南
知
多
町
も
公
平
性
・
公
正
性
・
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実

施
要
領
・
要
綱
・
条
例
等
を
早
期
に
制
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

南
知
多
町
の
中
学
校
再
編
基
本
構
想
・
基

本
計
画
策
定
業
務
の
委
託
を
、
教
育
委
員
会

の
公
募
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
綱
に
基

づ
き
、
「
株
式
会
社
石
本
建
築
事
務
所
名
古

屋
オ
フ
ィ
ス
」
を
81
点
で
選
択
し
た
と
報
告

し
ま
し
た
。
法
的
条
件
や
事
業
全
体
の
方
針

を
、
調
査
・
検
討
を
行
い
、
校
舎
の
配
置
や

規
模
、
概
算
事
業
費
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
専
門
業
者
を
応
募
し
、
選
定
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
３
社
の
応
募
で
、
81
点
、

80
点
、
79
点
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
審

査
委
員
は
町
職
員
が
中
心
で
す
。

果
た
し
て
公
平
・
公
正
に
選

ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、

応
募
要
件
と
し
て
示
し
た
１
２

５
４
万
円
の
事
業
費
内
の
提
案

で
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
正
式
に
決
定
し

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

町
は
、
何
よ
り
も
教
職
員
・
生
徒
・
保
護

者
・
住
民
の
要
望
を
も
と
に
、
町
と
し
て
ど

ん
な
中
学
校
を
作
る
の
か
し
っ
か
り
と
業
者

に
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
と
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

契
約
要
綱
・
条
例
の
策
定
を

令
和
10
年
度
ス
タ
ー
ト
の
新
南
知
多
中
学
校
の

基
本
構
想
・
計
画
を
業
者
に
委
託

<川柳コーナー>

日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
38
カ
国
中
、
教
育
予

算
が
37
位(

２
０
２
０
年
発
表)

と
大
変
低
い
。

そ
れ
な
の
に
、
自
民
党
岸
田
政
権
は
軍
事
費
は
２

倍
に
増
や
し
、
世
界
３
位
に
な
る
と
言
う
。
選
挙

で
武
器
よ
り
先
生
増
や
す
政
治
家
を
選
ぼ
う
！

少
人
数
生
き
生
き
学
ぶ
中
学
校

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
企
画
競
争
）
入
札

「
技
術
的
に
高
度
」
も
し
く
は
「
専
門
的
な

技
術
が
要
求
さ
れ
る
」
業
務
の
発
注
に
使
わ
れ

る
発
注
形
式
で
す
。
業
務
を
受
注
し
た
い
事
業

者
は
一
定
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
金
額
や
方
針

を
提
案
し
、
発
注
者
は
提
案
さ
れ
た
内
容
を
総

合
的
に
評
価
し
て
受
注
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
な
お
募
集
方
法
に
よ
っ
て
「
公
募
型
」
と

「
指
名
型
」
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
お
い
て
は
、
審
査
委

員
の
決
め
方
、
評
価
の
公
平
・
公
正
・
透
明
性

が
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。


